
令和６年度 博多区運営方針

お互いが支え合い、安心して人が暮らし、歴史と伝統が息づくまち・博多区

お互いが支え合い、交流し、健やかに暮らせるまち

安全で安心して暮らせるまち

歴史と伝統を生かしたにぎわいのあるまち

●コミュニティの活性化
●支え合いによる地域福祉の推進
●健康づくりの支援

●安全で快適な生活基盤の整備
●災害に強いまちづくり
●モラル・マナーの向上と防犯力の強化

●地域の魅力を生かした集客力の強化
●都心部ネットワークの強化等

まちづくりの
目標

取組みの
方向性

福祉ニーズが複雑化・多様化していることから、区庁舎内に「福祉の総合相談窓口」を設置し、
寄り添って相談をお聞きするとともに、制度の狭間に陥らないよう包括的に対応することで、 誰一人
取り残さない福祉サービスの推進に取り組みます。

◆福祉の総合相談窓口 ～ぬくもりの窓口～ の開設

誰一人
取り残さない

博多区の行政上の特徴
■面積 31.62㎢（福岡市の9.2％）【令和６年１月１日現在】

■人口 259,657人（福岡市の15.8%）【令和６年４月１日現在推計人口】

■世帯数 164,301世帯（福岡市の18.7%）【令和６年４月1日現在推計人口】

■市立学校数 小学校：18校、中学校：10校、特別支援学校：2校 【令和５年５月１日現在】

■自治協議会数 22（全校区・地区設立済）

■高齢化率 18.0％（福岡市平均 22.３%）【令和６年３月末現在登録人口より算出】

■単身者世帯比率 66.1%（福岡市平均 52%）【令和２年国勢調査より算出】

■65歳以上単身者世帯比率 7.9％（福岡市平均 9.8%）【令和２年国勢調査より算出】

ぬくもりのある区役所づくり

連
携

子ども、高齢者
障がい、介護、困窮 …

相
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博多区役所

福祉の総合相談窓口

生活自立支援センター
社会福祉協議会

いきいきセンター など



◆地域包括ケアシステムの推進

高齢者が住み慣れた地域で安心して生活を続けられ
るよう、医療や介護の専門職同士が連携強化を図り、
医療や介護、保健(予防)、生活支援、住まいの各分野
のサービス・支援が、スムーズに切れ目なく受けられ
る体制づくりを進めます。
また、小学校区・地区ごとに、地域の課題や解決方

策等を話し合う「高齢者地域支援会議」を開催し、健
康づくりや支え合いの仕組みづくりを支援します。

令和６年度 博多区の主な事業

お互いが支え合い、交流し、健やかに暮らせるまち

◆持続可能なコミュニティづくりの推進

「福岡市共創による地域コミュニティ活性化条例」
に基づき、コミュニティが持つ価値を市民と共有し、
自治協議会や自治会・町内会の活動を支援するととも
に、地域活動の意義や魅力を住民に伝え、公民館と連
携し、広報力の強化や人材の発掘・育成に取り組みま
す。

◆地域と区役所の懇談会

区長が地域を訪問し、地域コミュニティづくりに向
けた意見交換など、地域とのコミュニケーションを図
るとともに、課題や悩みを直接聴くことで区政推進に
活用します。

◆人権教育・啓発及び生涯学習の推進

一人ひとりの人権が尊重される地域づくりを進める
ため、人権尊重推進協議会の活動や、公民館での人権
教育研修を支援します。
公民館を中心とする地域に根差した学びを提供でき

るよう生涯学習に関する取り組みを支援します。

◆博多区文化・芸術展

福岡アジア美術館において、区
民等による創作活動の成果を発表
する絵画・書・写真・グラフィッ
クデザインの作品展を開催します。

◆秋のステージはかた

連帯感のある住みよいまちづく
りと青少年の健全育成を推進する
ことを目的とした、幅広い世代の
区民が参加・交流できるイベント
を開催します。

◆博多元気子育て支援

発達が気になる児とその保護者が安心して過ごせ
るように、保護者同士が交流したり専門職に相談で
きるサロン「はかたん」や、発達
障がいについて理解を深めるため
の講演会を開催し、子育て期の
孤立感や不安感を軽減できるよう
支援します。

サロン｢はかたん｣

◆妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援

子ども家庭センター（令和6年度設置）では、子育
て不安や児童虐待問題等に早期に取り組めるように、
妊娠・出産、発育・発達など各種相談に応じ、妊娠
期から子育て期にわたる切れ目ない支援を行います。
児童虐待相談に対する在宅支援を行うとともに、子
どもや家庭に対して、警察や病院、学校、民生委
員・児童委員など関係機関と連携し適切な支援を行
います。また、子育てやひとり親、ＤＶ等の家庭問
題には、専門の職員を配置し、相談に対応します。

健康づくりの支援

作品展示（交流ギャラリー）

ステージ発表（市民センター）

福岡市健康づくり

イメージキャラクター

よかろーもん

コミュニティの活性化

◆地域と専門学校の共創

博多区に多く立地する専門学校の
専門性や学生の活動力を地域とつな
ぐことにより、地域コミュニティの
活性化を図ります。

博多どんたく港まつり
｢博多区演舞台｣専門学校ブース

◆健康寿命延伸に向けた取組み

オンラインを活用し、働く世代の健康づくり講座の
開催や介護予防等の情報を発信します。
また、認知症予防や介護予防のための運動継続に向

けた、よかトレ実践ステーションの創出及び継続支援
を行うとともに、「オーラルフレイル予防」など高齢
者の介護予防に関する啓発に取り組みます。

支え合いによる地域福祉の推進

◆地域の情報サイト 「しっとく博多区」公開中

スマートフォンは
こちらから

地域のお役立ち情報を校区・地区ごとにまとめて
発信しています。自分が住む地域だけでなく、他の
地域の特色や活動も調べやすく便利です。
当サイトではそれぞれの校区・地区のこれまでの

歩みや、その地域ならではの特色なども掲載してい
ます。



◆都心回遊路の整備

福岡市の集客拠点を快適に
繋ぎ、賑わいを都心全体に広
げていくため、博多と天神を
結ぶ主要な幹線道路について、
歩いて楽しい回遊路としての
整備を進めます。

◆放置自転車対策

博多駅や中洲川端駅周辺地区等の自転車放置禁止
区域を中心に、街頭指導員の配置や多言語チラシに
よる啓発、また放置自転車
の即日撤去等を実施するな
ど、効率的・効果的な放置
自転車の削減に向けて取り
組んでいきます。

◆歴史・文化に配慮した道づくり

博多旧市街の寺社や名所等を
めぐる主要な路線に石畳風舗装
を施すなど、歴史的環境地区に
ふさわしい、まちなみと調和し
た趣のある道路整備を行います。

◆博多旧市街ライトアップウォークの推進

長い歴史や豊かな伝統文化のある博多の寺社や街
並みをライトアップし、普段
とは違う幻想的な景観を演出
するとともに、博多旧市街フェ
スティバル等と連携したイベ
ントを開催します。

◆交通安全施設の整備

児童や未就学児など誰もが安
全に安心して歩けるよう、交通
安全対策を図るため、歩道の整
備、交差点の改良や防護柵の設
置、照明灯や道路反射鏡の設置
などを行います。

◆地域防犯の推進

地域の防犯力を高めるため、自主防犯活動への物
資支援を行うとともに、博多
警察署と連携して地域防犯活
動研修会や防犯教室等を開催
し、安全安心に関する情報提
供や地域・警察・区役所の連
携強化に取り組みます。

地域防犯活動研修会

歴史と伝統を生かしたにぎわいのあるまち

地域の魅力を生かした集客力の強化

◆ボランティアガイドによるおもてなし

おもてなしの心をもって、来街者に博多の魅力
を伝え、楽しんでもらえるよう、博多ガイドの会
による案内や、まち歩き企画ガイド等を行います。

◆博多の魅力発信

地域や企業等と連携し、ＳＮＳを活用して観光
スポットや地域の見どころ等を
紹介するとともに、博多の秋を
彩るイベントを実施するなど、
幅広い世代へ地域の魅力を発信
します。

土居通り（整備後）

◆博多駅周辺のまちづくり活動の推進

企業・地域等が参画するエリアマネジメント組織
「博多まちづくり推進協議会」
と共働して、「歩いて楽しい
まちづくり」や「美しく安全
なまちづくり」を進めます。

◆道路施設アセットマネジメント

市民の安全で快適な生活に欠かせない幹線道路
や生活道路のうち、老朽化や損傷が進行している
道路を対象に、計画的な維持管理を行うため、補
修工事を行います。

博多の魅力発信キャラクター
せんねもん

安全で安心して暮らせるまち

防護柵設置

災害に強いまちづくり

安全で快適な生活基盤の整備 モラル・マナー向上と防犯力の強化

中洲地区の夜間撤去作業

都心部ネットワークの強化等

承天寺 洗濤庭

｢わくわく博多｣博多人形絵付け体験

中洲中央通り（整備後）ハカタストリートバル（はかた駅前通り）

◆地域防災の推進

博多消防署と連携して、地域
の自治会や町内会を対象にした
防災研修等を行います。
また、区社会福祉協議会等と連携して、避難支援

を必要とする方の見守り体制づくりを行います。

防災倉庫の資機材取扱い訓練



福岡市博多区役所企画振興課 TEL：092-419-1010 FAX：092-434-0053
ホームページ https：//www.city.fukuoka.lg.jp/hakata/

令和６年５月発行

※窓⼝開設後、4階に移転

※Ｒ6.7.1〜保健医療局へ移管

※Ｒ6.7.1〜保健医療局へ
業務の⼀部移管


